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た用例分析を行い，分類を詳細化」（池原 2009: 259）して 37の下位分類を行っている。最後は
第 4段階の「用例分類過程での小分類（2）」である。第 3段階までで「得られた分類体系を 12
万件の文型パターン辞書（単語レベル）に適用し，文型パターンを実際にグループ化した」（池










※代表例のみ大 中 小分類（1） 大 中 小分類（1）
補足節（補語相当節） 条件・譲歩
名詞節 法則的 ば
コト型 ことを，ことに 偶有的 と，たら，たところ
ノ型 のを，というの（が｜は） 仮想的 としたら，とすると
トコロ型 ところ，ところを，ところは 反事実的 たら～（だろう｜でしょう）
節＋格助詞型 節＋に，節＋も 譲歩 ても
疑問節 付帯状況・様態
選択疑問文 ～か～か，か，かどうか 付帯状況 つつ，ながら，まま
疑問語疑問文 疑問語＋か，疑問語＋のか 様態 通り（に），風に，様（に）（は）
引用節 逆接 が，けれど，のに
直接引用 」と 目的 （が）為（に），べく，様
間接引用 と，ように，なんて 程度 くらい，ほど（に）
名詞修飾節（連体節） 前提 からには，以上は，限り
補足語修飾節 手段 事で，事により，事によって
限定的 連体形＋名詞 二者関係 一方で，より（も），のと同様
非限定的 連体形＋固有名詞 相関 とともに，に連れ
内容節 連体形＋思考・発言名詞 判断，主観 とは，ようでは，からして
縮約形修飾節 連体形＋因果名詞 場面 ところでは，ところによると
機能的表現 限定 だけで，を除き，以外（に）
形式名詞修飾節 連体形＋形式名詞 独立 感情動詞＋事には，～ものか，にも
文末表現相当 連体形＋名詞＋述部 その他
慣用的表現 連体形＋名詞＋述部 助動詞相当表現 ざるを
副詞節相当 連体形＋名詞＋で 慣用的表現 Aと言ったら A，をいいことに
用言＋接続表現＋の ての，てからの，ながらの 副詞相当表現 節＋接続表現




事態の継続期間 時から，まで（は），にわたって 総記の並列 し，連用中止，て
因果関係 例示の並列 ば，たり，や
原因 ので，故，事で 累加の並列 だけではなく，上に
結果 （た）（が）為（に），た事から，結果 平行 とともに，と同時に，且つ














































































　なお，本稿ではアノテーション作業で付与されたタグを《第 1段階（第 2段階）（（第 3段階））》
のように示し，いずれかの段階の分類タグのみを示す場合は《第 1段階》，《（第 2段階）》，《（（第
3段階））》のように表記する。付与タグの齟齬を示す場合は《第 1段階（第 2段階）（（第 3段階））》
－《第 1段階（第 2段階）（（第 3段階））》と表す。




境界を全て列挙 7する。この可能な候補を見ながら，作業者 2名 8（作業者 A，作業者 B）がお互
いのアノテーションを見ずに 1次タグ付与作業（以下，1次作業とする）を行う。その後，作業
者 A が節自動解析器の出力および作業者 A，Bの 1次作業結果を見ながら 2次タグ付与作業（以
下，2次作業とする）を行う。作業対象は BCCWJコアデータ 9のうち出版・新聞の一部の 54ファ
イル（優先順位 00001～ 00054: A集合）とする。











補足節 名詞修飾節 副詞節 並列節
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よっては複数の節情報タグを付与することも検討し，柔軟に対応できる意味分類基準策定
の可能性を探ることが求められる。





表 4　従属節の機能分類における作業者 A, B間齟齬の頻度（1次作業）
B
A 補足節 名詞修飾節 副詞節 並列節
補足節  8   4  7   8
名詞修飾節 11 179  4   0
副詞節 12   6 85 125
並列節  1   0 26   2
　従属節の機能分類で生じた齟齬は《並列節》－《副詞節》間で最も多く，従属節機能分
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表 5　再検討後の従属節機能分類における齟齬の頻度
補足節 名詞修飾節 副詞節 並列節
補足節 0  6  5  0





























































































第 1段階 統語的特徴  3
第 2段階 機能  9
第 3段階 意味 20
















大 中 小分類（1） 小分類（2） 第 1段階 第 2段階 第 3段階 第 4段階
補足節（補語相当節） 補足節
名詞節 名詞節
コト型 形式・意味により 8項目に細分類 コト＋格助詞等
ノ型 ノ＋格助詞等
強調構文 トコロ＋格助詞等


































































　名詞修飾節の下位分類での齟齬は 10例であり，第 2段階以下での齟齬の 2割に満たない。そ























































































































































大 中 小分類（1） 小分類（2） 第 1段階 第 2段階 第 3段階 第 4段階
副詞節（副詞的連用節） 連用節
時 副詞節
事態の時 意味により 16項目に細分類 時間
事態の継続期間 意味により 3項目に細分類 条件
因果関係 譲歩
原因 意味により 9項目に細分類 原因・理由・手段
結果 意味により 1項目追加分類 付帯状況
理由根拠 意味により 2項目追加分類 様態
条件・譲歩 逆接
法則的 意味により 1項目追加分類 程度・比較
偶有的 意味により 5項目に細分類 目的
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表 11　日本語従属節意味分類体系（「鳥バンク」の再構築）
統語 機能 意味 形式
節末形式































































i)  第 1段階においては，「鳥バンク」の補足節（補語相当節）・名詞修飾節（連体節）・副詞節
（副詞的連用節）・並列節（並列型連用節）の 4分類を，補足節・連体節・連用節の 3分類に
修正する。
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Establishing Semantic Classification Rules for Japanese Subordinate 
Clauses: Reconstructing the Tori-Bank Semantic Classification System
MATSUMOTO Satomi
Doctoral Student, Ritsumeikan University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
This paper discusses the establishment of semantic classification rules for Japanese subordinate 
clauses based on a reconstruction of the Tori-Bank interclausal semantic classification system 
for Japanese to English machine translation, which is achieved by analyzing sentence patterns 
within Japanese-English corpora. As a conflict analysis of semantic classification tagging for 
subordinate clause annotation in the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese has 
revealed problems in the cross-application of this system to Japanese subordinate clauses, this 
paper attempts to reconstruct this classification system from a Japanese linguistics perspective. 
As context and intention affect the type of an adverbial clause, semantic classification rules can 
maintain the accuracy of clause annotation by proposing coarse-grained classification. The paper 
also summarizes the interclausal keyword problems inhibiting subordinate clause annotation 
(overlapping interclausal keywords between multiple clauses) and proposes improvements to 
reliability. While there are a number of challenging problems in clause boundary recognition 
and semantic classification of clauses, this research points to the potential for stable rules for the 
classification of Japanese subordinate clauses through reconstructing this system.
Key words:  Tori-Bank, Japanese subordinate clause, semantic classification, Japanese clause classi-
fication annotation
